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研究成果の概要（和文）：本研究は、病院情報システム（HIS）における指示の構造特性を分析し、既存のオーダシス
テムや診療報酬請求並びに実施記録との円滑な連携を阻害する課題を明らかにし、それらの問題解決を図るアプローチ
を行うことによって、医療安全とチーム医療の促進に資することを目的とした。
１）HISにおける指示システムの概念枠組みを、オーダシステムや看護システムとの連携を加味しながら、①薬剤関連
指示、②オーダ詳細指示、③必要時指示、④オーダ指示、⑤一般指示として体系化した。２）指示システムが円滑に機
能するための課題を明らかにし、指示とその実施記録が、医師記録や看護記録に残り、かつ医事会計に確実に反映する
仕組みを構築した。

研究成果の概要（英文）：While the provision of medical care incorporating safety measures, etc. that can e
arn the trust of the people, patients in particular, is required, the content of instruction is diverse, c
omplex and rapidly increasing in volume along with the sophistication and specialization of medical care. 
However, until now, the development of electronic instruction systems has lagged behind in the development
 of HIS.
All instructions must be linked to orders and the input of the implementation of instructions in the elect
ronic instruction system incorporated into medical accounting. The system must aim at integrating physicia
n and nursing records and be of a specification that can ensure reliability and efficiency. We report on t
he efforts at Kagoshima University Hospital to systematize instruction in order to promote multidisciplina
ry teams.
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１．研究開始当初の背景 
医療安全など医療の質保証の点から，チー
ム医療の推進は極めて重要な要素である。病
院情報システム（Hospital Information 
System: HIS）開発の経緯の中でも、チーム
医療を推進するという視点から取り組まれ
るようになったのは、最近のことである。 
わが国におけるHISへの取り組みは、部門シ
ステムの開発に始まり、オーダリングシステ
ム、電子カルテシステムへと発展を遂げてき
た。 
このような HIS開発の発展過程において、
電子指示システムの開発は遅れている。これ
まで指示システムとして開発されてきたも
のは、ワープロ機能を用いて、医師から看護
師に対してフリーテキストで指示内容を伝
える方法が一般的であった。しかし、この方
法では、指示に対する実施入力が、医事会計
や診療記録へ反映されない。少なくても、電
子指示システムというものであれば、すべて
の指示がオーダと連携し、指示に対する実施
入力により医事会計への取り込み、医師記録
や看護記録との連動を目指し、効率性や確実
性を担保できる仕様を満たす必要がある。 
 
２．研究の目的 
本研究は、病院情報システム（HIS）にお
ける指示の構造特性を分析し、既存のオーダ
システムや診療報酬請求並びに実施記録と
の円滑な連携を阻害する課題を明らかにし、
それらの問題解決を図るアプローチを行う
ことによって、医療安全とチーム医療の促進
に資することを目的として取り組んだ。 
 
３．研究の方法 
１）指示の概念枠組みを確立し、それに基づ
いて、既存のオーダや診療報酬請求並び
に実施記録との円滑な連携を可能とする
仕組みについて検証した。 
２）さらに、システム化し、それを実装して
機能評価、運用評価を試みた。 
 
４．研究成果 
指示の概念枠組みとして大きく５つに分
類した。薬剤に関する指示は日時の経過に合
わせて指示が展開するために、薬剤種に限ら
ず定期的な指示を「薬剤指示」としてまとめ
た。薬剤の中でも、発熱。疼痛など、ある条
件下で投与する必要がある頓服薬について
は、「条件指示」としてまとめた。次に、検
査・画像・輸血などオーダに伴って看護師へ
指示を出す機能を追加し、「オーダ詳細指示」
とした。さらに、手術・処置、予約、リハビ
リのオーダについては、そのまま指示として
利用できるので、「オーダ指示」としてまと
めた。最後に、オーダを受ける部門がない指
示、あるいは医事システムに連携する必要の
ない指示を、「一般指示」としてまとめた。  
指示の体系化を図った上で、電子指示シス
テムを構築し、診療報酬請求並びに実施記録

との円滑な連携を可能とする仕組みを作っ
た。 
すなわち、本研究の独創的な点は、医師の
指示とそれに対して実施した入力が、診療記
録として保存され、診療報酬の根拠に利用で
きるという点である。また、指示受け後の未
実施の防止機能が有効に機能することによ
って、医療安全とチーム医療の促進に寄与し
た。 
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